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　9月27日、朝日新聞デジタル版は「米ニューヨーク

を訪問中の安倍晋三首相は26日夜（日本時間27日朝）、

アフリカ諸国の首脳らと会談し、これまで日本で開い

てきたアフリカ開発会議 （TICAD）の第6回会合を来年

アフリカのケニアで開き、エボラ出血熱対策やアフリ

カ向けのインフラ投資などで貢献していく考えを示し

た」と報じた (1)。

　TICAD は、1993年10月に東京で第1回本会合が開

催され、1998年（第2回）と 2003年（第3回）は東京で、

2008年（第4回）と 2013年（第5回）は横浜で開催

されてきた。6回目になる TICAD Ⅵは、2016年にケ

ニアで開かれる。アフリカで TICAD が開かれること

で何が変わるのか、TICAD をどのように変えていくの

か。今年2月に市民ネットワーク for TICAD（Afri-Can）

が「よこはま国際フォーラム」において開催したシン

ポジウム「次回 TICAD VI はアフリカで !? 〜日本とア

フリカの新たな船出」でのパネラーの発言を参考にし

て考えてみたい。

TICAD	のアフリカ開催に至るまで

　このシンポジウムで、TICAD 事務局を務める外務

省アフリカ第2課課長の中川周さんは、アフリカでの

TICAD VI 開催が決まった経緯について報告した。

　2013年6月に横浜で開催された TICAD V の準備段

階で、アフリカの国々からアフリカで TICAD を開催

したいという要望が出されていた。

　TICAD V で採択された「横浜宣言2013」には「次

の TICAD については、日本とアフリカで持ち回って

開催をするというローテーション原則が適用可能で

ある」という文言が入った。

　横浜での TICAD V から1年後の2014年5 月、カメ

ルーンで開催された TICAD 閣僚会議で、アフリカ側

から TICAD を3年に一度開催したいという提案がな

された。

　同年6月の AU の総会で、TICAD の3年ごとの開催、

TICAD V から3年後の2016年にアフリカで TICAD 

Ⅵを開催するために日本を含む関係者とアフリカ側

が協議をすることが決定された。

　日本は、このようなアフリカ側の強い意向を受け、

具体的な要望に応えることで日本とアフリカの関係

の一層の緊密化が可能なり、また、アフリカに関わ

る課題により適切に対応することが可能になると考

えた。同年9月にニューヨークで開催された国連総

会に合わせて日本が主催した「日本・アフリカ地域

経済共同体会議」の際に安倍首相が、次回の TICAD

はアフリカで開催すべきというアフリカ側の要望に

応えていくことを発表し、これからのTICAD は3年

ごとに日本とアフリカで交互に開催していくことが

決まった。

アフリカ諸国のTICADへの期待

　在京アフリカ外交団（ADC: African Diplomatic Corp 

Japan）を代表して報告したモザンビーク大使ベルミ

ロ・ジョゼ・マラテ（Belmiro Jose Malate）さんは、

「これまでの TICAD の基本的な目標の一つである、ア
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フリカを国際的なアジェンダに乗せるという目的はす

でに達成された」と指摘し、アフリカで TICAD を開

催することへの期待を語った。

　アフリカの開発のオーナーシップが高まり、アフ

リカの寄与そのものも高まる。

　アフリカ諸国の市民が TICAD プロセスへの理解を

深めることができ、また開発のパートナー並びに財

界も含めて、アフリカの抱えるニーズのよりよき理

解が生まれる。

アフリカでのTICAD開催で
何が変わるのか

　『アフリカ問題 — 開発と援助の世界史』（日本評論

社）、『経済大陸アフリカ』（中公新書）など、アフリ

カの経済・開発・援助に関する書籍を執筆してきたア

ジア経済研究所上席研究員の平野克己さんは、「皆さ

んのお話をふまえて、私の頭の中にあることから話し

たい」と述べ、アフリカの開発が国際的な注目を集め

ていること強調した。

　マラテ大使が発言されたとおり「これまで TICAD

が果たしてきた役割は終わった」。

　今やアフリカをめぐって中国、韓国、インド、米

国などさまざまな国がサミットをやっており、お互

いの競争が激しくなっている。

　平野さんはさらに、2013年の TICAD V から共催

者に加わった AU の組織強化についても発言。また、

TICAD V に向けて日本経済団体連合会や経済同友会が

提言をしたことなどから注目された日本企業のアフリ

カ進出についての考えも述べた。

　アフリカで TICAD を開催することは、アフリカの

意思を示すことによって成り立っている AU に、事

務局としてもっと組織を強化していただきたいと要

望することにもなる。

　TICAD は、開催が3年ごとになることによってルー

ティン化していく。これまでのように5年に一度の

お祭りに合わせて何かを作るのではなく、AU 内に

も常設の組織を作って運営していなければならな

い。

　日本企業のアフリカ進出は、アフリカ市場ときち

んと対峙してビジネスをしていこうとする企業がこ

れから安定して事業を行っていくことを見届ける段

階に入った。

AUへの働きかけが重要

　このシンポジウムでのパネラーの発言をまとめる

と、AU が TICAD 共催者に加わったことで、TICAD の

あり方が大きく変わりつつあることがわかる。2008

年 に 横 浜 で 開 催 さ れ た TICAD IV ま で は、 日 本 と

UNDP や世銀始めとする国連機関が共催者であり、ア

フリカ諸国の政府は招かれて参加するゲストであっ

た。AU が共催者に加わった2013年の TICAD V で採

択された「横浜宣言 2013」に、ローテーション原則

シンポジウム「市民が望むアフリカと TICAD の明日」
2013年2月9日　JICA 横浜　撮影：茂住　衛

シンポジウム「次回 TICAD Ⅵはアフリカで ⁉」のパネラーと主催者
2015年2月7日　JICA 横浜　撮影：茂住　衛
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が適用可能であることが明記されたことで、TICAD VI

のアフリカ開催への道がひらかれ、さらには、TICAD

の開催間隔もが5年ごとから3年ごとへと短縮された。

　市民社会の側も、日本政府および国連各機関だけで

なく、AU への働きかけを強化していかなくてはなら

ない。アフリカにおける市民社会の取り組みがますま

す重要になってきている。

市民ネットワーク for TICAD
（Afri-Can）の発足

　このシンポジウムを企画・主催した市民ネットワー

ク for TICAD（Afri-Can） は、2013年 に 開 催 さ れ た

TICAD V に向けて当時の TICAD V NGO コンタクトグ

ループが取り組んだ外務省との対話やアフリカ市民社

会と連携した提言活動などを継承し、TICAD 共催者へ

の働きかけを通して市民社会の声を TICAD に反映さ

せることを目的として、2014年3月に発足した。

　Afri-Can は、「触媒であること」「多様性を生かした

連携をすること」「アフリカから学び貢献すること」

を重視し、多様な人々が参加し、弱い立場に置かれた

人々を含むアフリカの人々の多様な視点から、本来扱

われるべき課題が議論され、アフリカの人々が、本来

持つ力を自ら発揮できるように後押しする TICAD を

めざすというビジョンを共有し、広く参加を呼びかけ、

活動を進めている (2)。

　TICAD V までの TICAD に向けた市民社会ネットワー

クは、いずれも TICAD に向けた準備会合が始まる時

期に共催者へ働きかけることを目的として活動を開始

し、TICAD 本会合が終わると活動報告を作成・公開し、

解散してきた。TICAD V 本会合が終了して4ヵ月後の

2013年10月に、TICAD V NGO コンタクトグループの

取り組みと活動成果を振り返り、5 年後の TICAD VI

（当時は TICAD VI が 2018年に日本で開催されること

を想定していた）に向けた NGO ネットワークの取り

組みの達成目標をイメージする会合が開かれ、新しい

NGO ネットワークづくりが始まった。その後、新たな

NGO ネットワークの発足を前提として準備会合が重ね

られ、「市民ネットワーク for TICAD」という名称およ

びミッション・ビジョン・基本戦略が確定し、規約も

定められ、2014年3月の発足に至った。

　それぞれに独自の活動を行っている NGO スタッフ

の負担を軽減し、またネットワークの活動を多くの

人々に理解できるものにして、開かれた運営をしてい

くために、プロボノ活動に参加する企業が、会議の進

行やビジョン・ミッション・基本戦略づくりを支援し

てきた。具体的には、準備会合ごとのアジェンダ、月

例会合の達成目標、前回までの会合の成果確認といっ

た会議進行のプログラム化とタイムキープ、また、ミッ

ション・ビジョン・基本戦略を作成するとはどういう

ことか、それぞれに何をもりこむべきか、などのワー

クショップのファシリテーションを担当する企業の担

当者（複数）が、このネットワークの全ての会合に同

席し、必要とされる業務を担っている。

アフリカの市民社会とつながる
Afri-Can の活動

　昨年3月の発足以降 Afri-Can は、NGO や TICAD 事

務局、国連機関、在京アフリカ外交団への働きかけを

進めている。TICAD および Afri-Can への関心を高める

ため に、ロゴや愛称の公募・選考も行った。

　昨年5月にカメルーンで開かれた TICAD 閣僚級会

議には、アフリカの市民社会組織とともに開催された

市民社会戦略会議をふまえて参加。今年2月にはウガ

ンダでアフリカ市民社会組織と環境保全と開発などの

テーマでの討議を深めるための戦略会議を開催、7月

には来年 TICAD VI が開催されるケニアに世話人2人を

派遣して、ケニアの市民社会組織への訪問や働きかけ

を行うなど、アフリカの市民社会とのつながりをさら

に強化する取り組みを続けている。同時に、在京アフ

リカ大使館と協力してセミナー「アフリカの魅力を知

る」を企画、8月8日に第1回「マダガスカル — 奇跡

の島の魅力と人々の暮らし」を開催するなど、アフリ

カ理解を広げる取り組みも進めている。

　これからの TICAD は、AU が共催者としてより主体

的に運営し、アフリカと日本で交互に開催されること

によって、アフリカ諸国の声がこれまで以上に反映さ

れるようになるだろう。Afri-Can を軸にアフリカ市民

社会とともに TICAD に参加し、TICAD そしてアフリ

カ開発の方向性をより人々の声に応じたものにしてい

くことが求められる。

(1)　http://www.asahi.com/articles/ASH9W5413H9WULFA001.

html

(2)　Afri-Can のウェブサイトを参照。

　　 http://afri-can-ticad.org/




